
■ CGN
CGN（Carrier Grade Network Address Translation）は、NAT を
ユーザ宅内とサービス提供事業者側で多段にすることにより、グ
ローバル IPv4アドレスを複数のユーザで共有する機能です。この機
能を利用することにより、今までユーザ毎に必要だったグローバル
IPv4アドレスを節約することが可能となり、既に保有しているグロー
バル IPv4アドレスでより多くのユーザにサービスを提供できるよう
になります。CGNは、ユーザ宅内装置の変更を伴わず、ネットワー
ク構成の変更を最小限に抑えながら効率良く多くのユーザを収容す
ることができる有力な IPv4アドレス枯渇対策ソリューションです。

■ DS-Lite
DS-Lite（Dual Stack Lite）は、ユーザ宅とサービス提供事業者間で
形成する IPv6トンネルを経由して、ユーザ宅内の IPv4プライベート
アドレストラフィックをサービス提供事業者の IPv6 ネットワークで
転送し、サービス提供事業者側で IPv4プライベートアドレスを IPv4
グローバルアドレスにNAT する機能です。DS-Lite は、ユーザ宅側
でのNAT処理を行わず、サービス提供事業者側で NAT を行います。
そのため、CGN 同様、ユーザ毎にグローバル IPv4アドレスを割り振
る必要がなくなり、既に保有しているグローバル IPv4アドレスを有
効利用できるようになります。DS-Lite は、サービス提供事業者の
ネットワークが IPv6 のネットワークであるため、IPv6 ネットワーク
上で IPv4と IPv6 ユーザを両方収容できるメリットがあります。

■ NAT64/DNS64
NAT64/DNS64 は、IPv6 のみサポートしているクライアントから、
IPv4サービスへアクセスするための機能です。NAT64では、クライ
アントの IPv6アドレスを IPv4 に NAT することにより、IPv4サーバ
へのアクセスを可能にします。この場合に名前解決で使用する
DNS64は、IPv6クライアントが IPv4サーバの名前解決を行う際、IPv4
サーバのアドレスを IPv6 に変換して返す機能です。NAT64/DNS64
を利用すれば、Thunder/AXシリーズをIPv4ネットワークとIPv6ネッ
トワークの境界点に設置するだけで、既存の IPv4サービスを IPv6
のみサポートしたクライアントにも提供することが可能になります。
サービス事業者は、クライアントやネットワーク、サーバなどの IPv6
移行を同時に行う必要がなくなるため、柔軟で効率的な設備投資が
可能となり、IPv6 移行にかかるコストを抑制することができます。

■ 6rd
6rd（IPv6 rapid deployment) は、IPv6 ネイティブネットワークを持
たないサービス事業者が、迅速に IPv6サービスを開始できるように
する機能です。ユーザ宅とサービス事業者間で「IPv6 over IPv4ト
ンネリング」を使用することにより、ユーザ宅の IPv6トラフィックを、
サービス事業者の IPv4 ネットワーク上でトンネリングさせて IPv6
ネットワークに転送することが可能になります。 IPv4でトンネリング
されたトラフィックは Thunder/AXシリーズで終端され、IPv6 ネット
ワークに転送されます。6rd は、サービス提供事業者のネットワー
クが IPv4 ネットワークである場合でも、IPv4と IPv6 ユーザの両方
を収容できるメリットがあります。

■ 464XLAT
464XLAT は、ユーザー宅内の IPv4 端末が、IPv6 ネットワークを介
して接続できるようにするための仕組みです。ユーザーに割り当て
られたプライベート IPv4 端末は、宅内の CPE で IPv6アドレスに変
換され、センター側に設置されたThunder/AXシリーズによってグ
ローバル IPv4アドレスに再変換されます。サービス提供事業者の
ネットワークが IPv6 ネットワークであるため、IPv6 ネットワーク上
で IPv4と IPv6 ユーザーの両方を収容できるメリットがあります。

■ IPv4⇔IPv6 SLB
IPv4⇔IPv6 SLB は、IPv6 クライアントからのリクエストを IPv4サー
バへ、または IPv4クライアントからのリクエストを IPv6サーバへ負
荷分散することができる機能です。この機能を利用すれば、
Thunder/AXシリーズをサーバの前に導入するだけで、既存 IPv4ア
プリケーションサービスを IPv6クライアントに、また、新規 IPv6ア
プリケーションサービスを既存 IPv4クライアントに提供することが
できるようになります。サービス提供事業者は、IPv4⇔IPv6 SLB を
利用することにより、IPv4/IPv6混在環境において、既存の設備を
最大限有効活用しながら、IPv6 への円滑な移行が可能になります。
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